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今年度の工事をここまで進めました。
開削部の工事の変遷

お知らせ
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本紙に関するご意見やご要望などがございましたらお寄せください。 放水路推進室  ふれあい放水路担当お問い合せ先 （204号：平成25年3月発行）

工 事 の 発 注 情 報

●斐伊川放水路新宮川整備工事
　H25.1.16～H25.3.29　　　　　㈱常松土建

●斐伊川放水路大島地区整備外工事
　H24.12.26～H25.3.29　　　　今岡工業㈱

●斐伊川放水路半分地区用地整備工事
　H25.1.19～H25.3.29　　　　㈱浜村建設

●斐伊川放水路下流部用地整備工事
　H25.1.19～H25.3.29　　　　㈱山陰建設工業

開 削 部 の 工 事 の 変 遷
平成8年度から本格的に始まった開削部の工事では、掘削、
橋・樋門などの新設工事を行いました。平成22年度からは放
水路の河床をコンクリートで覆う河床保護工事を始めました。
平成21年度に、斐伊川放水路最大の構造物である放水路
分流堰本体の建設工事を始めました。延長約200メートルに
及ぶ分流堰の上部の橋梁（来原大橋）は、昨年より県道出雲三
刀屋線の一部として利用されています。
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分 流 地 点 開　削　部

施工前の様子。この後平成20年度に分流堰建設のため県道の迂回路
を設置し、翌年度より掘削・本体工事を始めました。

4.1ｋｍにわたる開削部は、丘陵地だった箇所を掘削して建設しました。
膨大な量の土砂を処理するため、工事用道路を建設した後、平成8年よ
り本格的な掘削工事を始めました。

分流堰工事では45万㎥の土砂掘削を行い、3.6万㎥のコンクリート工
を施工しました。平成23年度末には本体が完成しています。

開削部では両岸をつなぐ6本の橋梁を建設しました。平成22年度から
始まった河床保護工事を経て、開削部の全体像もはっきり見えるよう
になりました。
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斐伊川放水路分流堰



●

今年度の工事をここまで進めました。今年度の工事をここまで進めました。今年度の工事をここまで進めました。 今年度の工事も、皆様のご理解とご協力により、順調に進みました。
今号では、今年度進めた箇所を中心に、現在の進捗状況をご紹介します。

❺分流堰本体上部の
県道出雲三刀屋線が開通しました。

分流地点

❶境橋右岸では旧堤防を撤去し、
護岸工事を行いました。

長浜地区

❷新宮川の樋門工事と
山崎橋の架け替えを行いました。

古志地区

❹開削部では
河床保護工事を行いました。❸

❶
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●❸ ●❹

●❺

合流部では
導流堤の工事を行いました。
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◀平成24年5月撮影 ◀平成24年4月撮影 ◀平成24年5月撮影

平成24年12月撮影▶ 平成25年2月撮影▶

◀平成23年8月撮影◀平成23年11月撮影

平成24年9月撮影▶平成25年2月撮影▶

平成25年2月撮影▶

（来原大橋）


